




〔研究目的〕 

若年性関節リウマチは膠原病の中で最も多く,また,後天性の身体障害の原因として注目す

べき疾患である。治療については薬物療法も重要であるが,リハビリテーションまたはりハ

ビリテーションを加味した治療としての理学療法,運動療法も同様に重要であり,適切な薬

物療法がなされても,理学療法や運動療法が十分に行われない場合には治療効果はきわめ

て減少する。骨の破壊による関節の変形を最小限に抑え,関節機能を可能な限り保持するこ

とを目標とする生活指導は必要である。しかし,現実には,薬物療法が中心で,極端な場合に

は理学療法や運動療法はまったく行われていないというものもあって,生活指導(治療教

育)指針の作成の必要に迫られている現状である。 

本研究は,以上のような理由から,生活指導指針を作成することを目的としている。 


